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⽇本⼭村硝⼦株式会社（本社：兵庫県尼崎市、代表取締役社⻑：⼭村昇 以下当社）は、⽴命館

⼤学経営学部教授中村真悟ゼミに所属する学⽣を中⼼とした学⽣団体「Cap Ring Water Project」
と、ダイドー・タケナカビバレッジ株式会社（本社：⾼知県室⼾市、代表取締役社⻑：⽵中浩貢 
以下ダイドー・タケナカ社）との協業事業により、⽴命館⼤学のキャンパス内で回収した使⽤済み
ＰＥＴボトルキャップを使⽤し、⽇本初（※1）清涼飲料ＰＥＴボトルキャップにおける⽔平リサ
イクル製品を発売します。 

※1 株式会社ナレッジワイヤ による G-Search 新聞・雑誌記事横断検索、⽇経テレコン（⽇経関連紙・誌記事）検索に基づく。
2025 年 3 ⽉ 14 ⽇調査実施。 

 

当該製品で使⽤するキャップは、⽴命館⼤学キャンパス内で回収されたキャップを当社にてメ
カニカルリサイクルした材料と、当社プラントから排出されたキャップを株式会社プライムポリマ
ーがリペレット化した「ReʼPRM」を、当社オリジナルキャップ「TEN-CAP」の外装部にリサイ
クル素材として 10％混合しています。また、この⽔平リサイクルされたキャップはダイドー・タケ
ナカ社にて充填している清涼飲料に使⽤され、⽴命館⼤学のキャンパス内にある⽴命館⽣活協同組
合にて 4 ⽉ 1 ⽇より発売されます。 

⽇本初 清涼飲料ＰＥＴボトルキャップにおける⽔平リサイクル製品を発売 

〜⽴命館⼤学構内で回収した使⽤済みＰＥＴボトルキャップを使⽤した 
キャップ to キャップの⽔平リサイクルを実現〜 



 

  

■当社オリジナルキャップ「TEN-CAP」について 

 

いたずら防⽌機能をもった当社オリジナルキャップ「TEN-CAP(Tamper Evidence with New 
concept)」は内装部（⾷品接触部）のパッキンと外装部（⾷品⾮接触部）のシェルの 2 ピース構造
になっています。この独⽴した２ピース構造により密封性と開栓性の役割を分離しています。パッ
キンは密封性機能を受持ち、シェルは締結・開栓性能を受け持っています。 

本取り組みでは、内容物に直接接触しない外装部のみにリサイクル素材を混合しています。 

■学⽣団体「Cap Ring Water Project」について 

 
「リサイクルキャップを⽤いた⽔を⼤阪いばらきキャンパスで売ってみたい！」という想いを持っ

た学⽣ 7 名により 2024 年秋に結成された学⽣団体。今回のプロジェクトでは、製品のラベルデザイ
ンや HP 作成、ペットボトルキャップ回収に向けた啓発活動などを実施しています。⼿に取った消費
者の皆さんが、資源循環を直感的に理解できるようなラベルデザインにこだわったり、詳しく知りた
い⽅へ向けて、リサイクルの流れや関連会社への取材の様⼦などを HP にまとめたりと活動を広げて
います！ 
【Cap Ring Water】HP：https://capringwater.studio.site  



 

  

■ダイドー・タケナカビバレッジ株式会社について 

 

室⼾の誇る資源「室⼾海洋深層⽔」を⽤いた清涼飲料⽔を製造する会社です。その誇れる資源
「室⼾海洋深層⽔」を世に広め、それにより室⼾を元気にしたいという思いから、ダイドードリン
コ株式会社と株式会社タケナカの合弁で設⽴されました。安⼼・安全な商品の製造を⼼がけ、室⼾
海洋深層⽔や室⼾海洋深層⽔由来のにがりを使ったダイドードリンコのミウシリーズ商品を主体に
製造しています。⽇々変わりゆく時代の中で、安⼼・安全な商品を提供し続けるという変わらない
信念のもと、お客様の信頼にお応えしてまいります。 

引⽤：http://dt-beverage.com/publics/index/3/ 

 
■⽇本⼭村硝⼦株式会社の取り組みについて 

⽇本⼭村硝⼦株式会社は創業以来 100 年以上にわたり、世の中を豊かに、そして⼈々の⽣活を快
適にするために事業を営んできました。次の 100 年も社会に必要とされる企業であることを⽬指し
て取り組んでいます。 

加えて⽇本⼭村硝⼦株式会社プラスチックカンパニーは、地球環境への配慮や、社会への貢献を
「アースケア」と位置づけ、環境貢献製品の開発や仕組みづくりに注⼒し、環境負荷の低減や社会
課題の解決を推進する「アースケアカンパニー」を⽬指しています。⻑きにわたる経験と豊富な実
績をもとに、世界基準でプラスチックと共により豊かな未来づくりに挑戦しています。2022 年 8 ⽉
1 ⽇には、株式会社プライムポリマー社とプラスチックキャップの⽔平リサイクルに向けた取り組
みについてのニュースリリースをしており、製品開発を進めていました。 

 
また、「REBORN CAP PROJECT」は「2025 年⽇本国際博覧会」（通称：⼤阪・関⻄万博）の

「TEAM EXPO 2025」 プログラム／共創チャレンジ（以下、共創チャレンジ）に登録された取り
組みとして、「TEAM EXPO パビリオン」への参加が内定しております。 
【共創チャレンジ公式 WEB サイト当社ページ】
https://team.expo2025.or.jp/ja/challenge/C10333 

 
 
■本件に関するお問い合わせ先 
⽇本⼭村硝⼦株式会社 コーポレート本部 総合企画部 企画・国際グループ 
TEL：06-4300-6000 
または Web サイト内お問い合わせフォーム https://www.yamamura.co.jp/inquiry/ 


